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本年度の第３回学校関係者評価委員会を開催しました。学校が行った自己評価(生徒・職員の評価や保

護者の皆さまからいただいた評価)とその学校評価を分析したものを５名の評価委員の皆さまにご覧い

ただき、貴重な意見をまとめていただきました。 

以下に、学校関係者評価委員会でのご意見や学校での分析など、今年度は、項目ごとに概要を掲載し

ます。考察は、評価委員の方々に考察していただいたものを簡単にまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江中 
江津中学校  学校だより 

Well・Being をめざして 
校 長  大地本央仁  

学校評価について（学校関係者評価委員会） 

◆ 確 か な 学 力 の 育 成  

中 期 目 標 ： 生 徒 が 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 を 高 め る た め 、 わ か る 授 業 を 展 開 す る 。  

取 組  

TT 指 導 や 支 援 員 の 活 用 に よ り 、 き め 細 か な 指 導 を 実 施 。  

教 材 研 究 に 努 め 、 ワ ー ク シ ー ト や 資 料 の 工 夫 、 ICT の 有 効 活 用 を 図 る 。  

家 庭 学 習 の 充 実 を 図 る た め に 課 題 や プ リ ン ト ・ 副 教 材 の 演 習 問 題 を 提 示 し 、 実 施 の 確 認 や 評 価 を 行 う 。  

自 己 評 価  

生 徒 の 肯 定 的 な 評 価 が 高 く 、「 先 生 は 授 業 の め あ て を 示 し て い る 」「 先 生 は 授 業 の 振 り 返 り を 行 っ て い る 」 に 対 し て 肯 定 的 な

評 価 が 約 95％ 、 約 91％ 。  

し か し 、「 め あ て 」 の 提 示 に つ い て は 1 学 期 か ら 2 学 期 に か け て 評 価 が 下 が っ て い る た め 、 定 期 的 な 確 認 が 必 要 。  

考 察  

生 徒 の 主 体 的 な 学 習 を 支 え る た め に 、 ICT の 活 用 や 「 め あ て 」 と 「 振 り 返 り 」 の セ ッ ト で の 実 施 が 重 要 。  

生 徒 が 理 解 し や す い 方 法 を 分 析 し 、 学 び の 意 味 や 価 値 を 考 え ら れ る よ う に す る こ と が 必 要 。  

◆ 人 権 ・ 同 和 教 育 の 推 進  

中 期 目 標 ： 差 別 や 偏 見 を 許 さ な い 人 権 感 覚 と 実 践 力 を 養 う 。  

取 組  

人 権 集 会 や 講 演 会 を 通 し て 、 生 徒 が 考 え る 場 を 設 定 。  

身 近 な 生 活 の 問 題 か ら 自 分 や 周 囲 の 人 の 人 権 に つ い て 考 え る 時 間 を 設 定 。  

学 習 テ ー マ を 生 徒 の 実 態 に 応 じ て 設 定 し 、 意 見 交 換 の 場 を 設 け る 。  

自 己 評 価  

外 国 人 の 生 活 や 交 流 に つ い て の 講 演 が 有 意 義 で 、 多 文 化 共 生 社 会 に 生 き る 力 を 育 成 。  

生 徒 が 外 国 人 と の 交 流 活 動 に 積 極 的 に 参 加 し た い と い う 意 識 を も つ よ う に な っ た 。  

考 察  

異 な る 文 化 や 習 慣 を 知 る こ と の 重 要 性 を 認 識 し 、 今 後 も 多 様 な 視 点 か ら 人 権 に つ い て 考 え る 場 を 作 る 。  

日 本 の 文 化 や 歴 史 を 学 び 、 他 人 に も 自 分 に も 優 し い 生 徒 を 育 て る こ と が 重 要 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 「 個 別 最 適 な 学 び 」「 協 働 的 な 学 び 」 の 推 進  

中 期 目 標 : 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 の 向 上 を 目 指 す 。  

取 組  

各 教 科 で 生 徒 が 協 働 し な が ら 学 ぶ 授 業 の 題 材 、 展 開 、 指 導 の 工 夫 。  

ICT 機 器 の 活 用 や 「 協 調 学 習 」 の 実 施 。  

自 己 評 価 : 

ICT 活 用 の 授 業 実 施 割 合 が 増 加 し 、 生 徒 の 肯 定 的 な 意 見 が 多 い 。  

1・ 2 年 生 の 生 徒 の 92％ が 協 働 的 な 学 び に 肯 定 的 。  

考 察  

ICT は 手 段 の 一 つ で あ り 、 目 的 と 手 段 が 入 れ 替 わ ら な い よ う に 注 意

が 必 要 。  

協 調 学 習 の 継 続 的 な 取 組 が 生 徒 の 思 考 力 や 判 断 力 の 向 上 に 寄 与 し て

い る 。  

◆ ふ る さ と ・ キ ャ リ ア 教 育 の 推 進  

中 期 目 標 ： 将 来 に 生 き る 大 き な 夢 や 希 望 を 育 む 。  

取 組 : 

地 域 の 教 育 資 源 を 活 用 し 、 各 学 年 で 系 統 立 っ た ふ る さ と ・ キ ャ リ ア 教

育 を 推 進 す る 。  

地 元 企 業 の 訪 問 や 地 域 課 題 探 求 活 動 を 実 施 。  

自 己 評 価 : 

地 元 企 業 の 訪 問 や 地 域 課 題 探 求 活 動 が 評 価 さ れ る 。  

生 徒 が 地 域 の 魅 力 や 課 題 を 理 解 し 、 自 分 の 将 来 と 関 連 さ せ て 考 え る こ

と が で き た 。  

考 察  

郷 土 愛 を 育 む た め の 取 組 が 重 要 で あ り 、 今 後 も 継 続 し た 取 組 を 望 む 。  

地 域 の 第 一 次 産 業 や 職 人 の 働 き 方 も 知 る 機 会 を 提 供 す る こ と が 必 要 。  

◆ 体 力 の 向 上  

中 期 目 標 ： 生 涯 に 渡 る 健 康 な ラ イ フ ス タ イ ル づ く り を 推

進 す る 。  

取 組  

体 育 的 活 動 の 推 進 と 家 庭 で の 健 康 ・ 体 力 づ く り 。  

授 業 中 に 家 庭 で も 取 り 組 め る 運 動 例 を 紹 介 。  

自 己 評 価  

多 く の 生 徒 が 運 動 に 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 。  

昼 休 み に も 校 庭 や 体 育 館 に 集 ま る 生 徒 が 多 い 。  

考 察  

生 徒 が 継 続 し て 運 動 に 取 り 組 め る 仕 組 み の 構 築 が 期 待

さ れ る 。  

運 動 系 の 自 己 管 理 ア プ リ と の 連 携 が 有 効 。  

◆ 学 校 安 全 の 推 進  

中 期 目 標 ： 安 全 で 安 心 な 危 機 管 理 体 制 の 確 立 に 努 め る 。  

取 組  

危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル の 改 善 と 安 全 点 検 の 実 施 。  

食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 委 員 会 の 組 織 。  

自 己 評 価  

危 険 箇 所 の 修 繕 が 進 ん で い る 。  

安 全 点 検 の 成 果 が 見 ら れ る 。  

考 察  

綿 密 な 安 全 対 策 と 危 機 管 理 対 応 が 必 要 。  

生 徒 や 保 護 者 に も 危 険 意 識 を も っ て も ら い 、 協 力 を 得 る

こ と が 重 要 。  

◆ 生 徒 指 導 の 充 実  

中 期 目 標 ： 社 会 規 範 を 遵 守 す る 態 度 を 育 成 す る 。  

取 組  

生 徒 会 と 連 携 し 、 望 ま し い 生 活 習 慣 の 定 着 を 図 る 。  

情 報 モ ラ ル に つ い て 家 庭 へ の 情 報 提 供 を 行 う 。  

自 己 評 価  

挨 拶 や 靴 揃 え の 習 慣 が 定 着 し て い る 。  

ネ ッ ト ト ラ ブ ル の 認 知 件 数 が 減 少 。  

考 察  

基 本 モ ラ ル の 重 要 性 を 生 徒 に わ か り や す く 伝 え る こ と が 必 要 。  

保 護 者 の 協 力 を 得 て 、 家 庭 内 の ル ー ル 作 り を 強 化 す る こ と が 重 要 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 安 全 対 応 能 力 の 向 上  

中 期 目 標 ： 危 機 回 避 能 力 、 危 機 対 応 能 力 の 向 上 を 目 指 す 。  

取 組  

避 難 訓 練 や 交 通 安 全 教 室 の 実 施 。  

闇 バ イ ト に つ い て の 注 意 喚 起 。  

自 己 評 価  

生 徒 の 安 全 意 識 が 向 上 し て い る 。  

避 難 訓 練 の 重 要 性 を 理 解 し 、 真 剣 に 取 り 組 ん で い る 。  

考 察  

継 続 的 な 避 難 訓 練 と 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル の 確 認 が 重 要 。  

自 転 車 の 交 通 安 全 教 室 は 警 察 と 連 携 し て 実 施 す る こ と が 必 要 。  

◆ 校 内 ・ 特 別 支 援 体 制 の 充 実  

中 期 目 標 ： 個 別 の 教 育 ニ ー ズ に 対 応 し た 指 導 ・ 支 援 を 充 実 さ せ

る 。  

取 組  

個 別 の 指 導 計 画 及 び 教 育 支 援 計 画 の 作 成 と 遂 行 。  

諸 検 査 や 複 数 の 教 員 で の 観 察 を 行 い 、 実 態 把 握 を 行 う 。  

自 己 評 価  

支 援 体 制 が 整 備 さ れ て い る 。  

特 別 支 援 学 級 お よ び 通 級 指 導 教 室 利 用 者 の 生 徒 に 対 す る 支 援 が

充 実 し て い る 。  

考 察  

教 職 員 間 で の 意 見 交 換 や 情 報 共 有 の 機 会 が 重 要 。  

複 数 名 の チ ー ム で 支 援 に 取 り 組 む 体 制 を 整 え る こ と が 必 要 。  

◆ 関 係 機 関 と の 連 携 、 他 校 と の 交 流 の 推 進  

中 期 目 標 ： 関 係 機 関 と 積 極 的 な 情 報 交 換 を 行 い 、

連 携 を 強 化 す る 。  

取 組  

医 療 、 福 祉 等 の 関 係 機 関 と の 連 携 。  

近 隣 の 特 別 支 援 学 校 と の 情 報 交 換 。  

自 己 評 価  

関 係 機 関 と の 連 携 が 進 ん で い る 。  

支 援 に 対 す る 生 徒 の 反 応 を 見 な が ら 、 支 援 方 法

を 適 宜 変 更 し て い る 。  

考 察  

生 徒 や 保 護 者 の 意 見 を 取 り 入 れ た 柔 軟 な 支 援 が

重 要 。  

関 係 機 関 と の 連 携 を 密 に し 、適 切 な 支 援 を 提 供 す

る こ と が 必 要 。  

◆ 校 内 研 修 の 推 進  

中 期 目 標 ： 授 業 力 の 向 上 に 努 め る 。  

取 組  

校 内 研 修 の 充 実 と ICT を 活 用 し た 授 業 の 実 施 。  

校 内 研 究 授 業 を 計 画 的 に 行 い 、 教 職 員 同 士 が 学 び 合 う 機 会 を 設 け る 。  

自 己 評 価  

ICT を 活 用 し た 授 業 の 提 案 が 行 わ れ た 。  

授 業 改 善 の 三 つ の 柱 を 意 識 し た 授 業 を 行 っ た 教 員 が 80％ を 超 え る 。  

考 察  

効 果 的 な 提 示 方 法 の 検 討 が 必 要 。  

授 業 の 質 や 質 問 へ の 回 答 を 含 め 、 授 業 改 善 の 3 つ の 柱 を 意 識 し た 授 業 づ

く り を 組 織 で フ ォ ロ ー す る 仕 組 み が 重 要 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 学 校 図 書 館 ・ 読 書 活 動 の 推 進  

中 期 目 標 ： 多 様 な 価 値 観 に 触 れ 、 表 現 力 や 想 像 力 を 育 む 読 書 活 動 を 推 進 す る 。  

取 組  

図 書 館 利 用 増 を 目 指 し 、 読 書 推 進 活 動 を 充 実 さ せ る 。  

1 年 生 に 図 書 館 の 活 用 方 法 を 指 導 し 、 自 主 的 な 読 書 の 定 着 を 図 る 。  

長 期 休 業 前 に は 無 制 限 貸 出 を 実 施 し 、 図 書 ス ペ ー ス の 展 示 を 工 夫 。  

自 己 評 価  

貸 出 冊 数 の 目 標 を 達 成 し 、 評 価 を 「 A」 と す る 。  

1 年 生 の 貸 出 冊 数 が 多 く 、 学 年 が 上 が る に つ れ て 減 少 す る 傾 向 が あ る 。  

考 察  

図 書 館 の 利 用 促 進 の た め の 工 夫 が 評 価 さ れ る が 、 個 人 で の 貸 出 冊 数 の 目 標 設 定 も 検 討 。  

教 科 全 体 で の 図 書 の 活 用 方 法 を 喚 起 し 、 環 境 づ く り に 取 り 組 む こ と が 重 要 。  

◆ 学 校 保 健 及 び 食 育 の 推 進  

中 期 目 標 ： 生 徒 の 自 己 健 康 管 理 力 の 向 上 を 図 る 。  

取 組  

朝 食 チ ャ レ ン ジ や 栄 養 教 諭 と の 連 携 。  

長 期 休 業 中 に 家 庭 で 実 践 す る 場 を 設 定 。  

自 己 評 価  

朝 食 摂 取 の 改 善 が 見 ら れ る 。  

バ ラ ン ス の 良 い 朝 食 を 食 べ る 生 徒 の 割 合 が 増 加 。  

考 察  

生 徒 自 身 が 主 体 的 に 取 り 組 め る よ う な 工 夫 が 重 要 。  

保 護 者 の 協 力 を 得 て 、 家 庭 で の 実 践 を 促 進 す る こ と が 必 要 。  

◆ 情 報 公 開 の 推 進  

中 期 目 標 ： 学 校 教 育 の 内 容 や 計 画 を 広 く 情 報 発 信 す る 。  

取 組  

学 校 だ よ り や ホ ー ム ペ ー ジ の 更 新 。  

メ ー ル 配 信 シ ス テ ム を 活 用 し 、 ペ ー パ ー レ ス 化 を 図 る 。  

自 己 評 価  

情 報 発 信 が 充 実 し て い る 。  

紙 媒 体 で の 配 信 を 減 ら す こ と が で き た 。  

考 察  

紙 媒 体 と の 兼 ね 合 い を 図 り つ つ 、 配 信 シ ス テ ム の 改 善 が 必

要 。  

保 護 者 へ の 定 期 的 な ア ン ケ ー ト を 行 い 、情 報 発 信 の 工 夫 を 続

け る こ と が 重 要 。  

◆ 学 校 間 の 円 滑 な 連 携 ・ 連 動 の 推 進  

中 期 目 標 ： 異 校 種 間 の 連 携 ・ 連 動 を 図 り 、 生 徒 の 人 間

力 の 向 上 を 目 指 す 。  

取 組  

小 中 の 連 携 ・ 連 動 を 密 に す る 。  

小 学 生 の 授 業 ・ 部 活 動 体 験 を 計 画 ・ 実 施 。  

自 己 評 価  

小 中 の 連 携 が 進 ん で い る 。  

情 報 モ ラ ル 講 演 会 を 通 じ て 共 通 理 解 を 図 っ た 。  

考 察  

特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 部 会 の 開 催 が 重 要 。  

オ ン ラ イ ン 会 議 な ど を 活 用 し 、情 報 共 有 の 機 会 を 増 や

す こ と が 必 要 。  


